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講  評 
目盛りをできるだけ少なくして，どんな長さでも測る事ができる定規を

作る研究です。まずは，数の組み合わせで別の数を作るという面白さがあ

ります。数をいろいろな見方で柔軟に考えることが大切です。次に，定規

なので隣り合わせの数でないと足せないという制約を乗り越える面白さが

あります。そして，順番に数を大きくして，それまでの数に加えて新しい

数も作れるようにするという面白さもあります。法則までは見つけること

ができませんでしたが，興味深い探究です。 
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